
（別紙３）

～ 年　月　日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

～ 年　月　日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

必要に応じて連絡会や会議の設定

2

回数や内容の精査をしていく。

3

プログラムを充実できるような内容の検討、考察を行ってい

く。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

クラスに応じたプログラムの内容の充実化を図る。

2

地域へつなぐ橋渡しとなる支援を考えていく。

3

○事業所名 川崎市子ども発達・相談センター　まあれ中原

○保護者評価実施期間
2025年2月21日

○保護者評価有効回答数

2025年2月18日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

親子療育 保護者様の就労状況等により日程のすり合わせが難しいことが

ある。

短期間療育、小集団療育 終了期間があることで継続的な通園はできない。

様々な職種、専門性のある職員が対応 色々な視点でお子さんへ関わり発達を促していく支援を考えて

いる。

連携している事業所（療育センター、各地区の子度も発達相談

センター）の職員との連絡会や交流を通して療育向上を目指し

ている。

親子療育のため一緒にお子さんの成長を確認できる 保護者向けの懇談会（勉強会）の設定

短期間療育、小集団療育 決められたメンバーと決められた回数の中で課題に参加するこ

とでお子さんの得意不得意を知り、対応を一緒に考えていく。

事業所における自己評価総括表公表


